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2014年-2017のフランス

2014年9月 OECD赴任

• 2015年1月 シャルリー・エブド襲撃事件(死者12
名）

• 2015年1月 ユダヤ食品店人質事件（死者 4
名）

• 2015年8月 タリス9364号列車内銃乱射事件
• 2015年11月 パリ同時多発テロ事件（死者

130名、負傷者368名）
• 2015年12月 COP21(パリ協定)
• 2016年7月 ニース・トラックテロ（死者85名、負

傷者434名）
• 2017年4月 シャンゼリゼ通り警官銃撃事件（死

者1名）
• 2017年6月 ノートルダム大聖堂前警官襲撃事

件

2017年8月 OECD離任





OECDの活動を…

- 知ってもらう

- 使ってもらう

本日のメッセージ
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経済協力開発機構（OECD）とは

• 「先進国」による経済協力のための国際機関

• 1961年に20カ国でスタート。
現在35カ国。

• 本部：パリ

• 予算：約500億円

• 職員：約3,000名
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OECDの活動

① 基礎的な統計・データの整備
② 各国政策・データ等の研究及び分析
③ 政策提言
④ 加盟国による相互審査（ピア･レビュー）
⑤ ガイドライン、理事会勧告等の「ルール・メイキング」

理事会

（加盟国）

委員会

（加盟国、非加盟国、
産業界、ＮＧＯ等）

事務局

（約3000人）
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５

OECD加盟国

加盟国
加盟審査国

(3か国)
関心国

(6か国)1994年以前
(24 か国)

1994年以降
(11か国)

アジア・太平洋
(５か国)

トルコ（原加盟国),
日本(1964), 
豪州 (1971),
NZ (1973)

韓国(1996)、
イスラエル(2010)

スリランカ、タイ、インド
ネシア、マレーシア、ベ
トナム

中南米
(2か国)

メキシコ (1994), 
チリ(2010)

コロンビア、
コスタリカ

ブラジル、アルゼンチン、
ペルー

ヨーロッパ
(24か国)

17 か国 (英、仏等） (
原加盟国),
フィンランド (1969)

7か国:チェコ
(1995),ハンガリー, 
ポーランド (1996),
スロバキア(2000), 
スロベニア, エストニア
(2010), ラトビア
(2016)

リトアニア、
ロシア

クロアチア、
ブルガリア、
ルーマニア

北米
(2か国)

米、カナダ (現加盟国)



経済産業諮問委員会（BIAC)

労働組合諮問委員会（TUAC)

開発援助委員会

保険及び私的年金委員会

経済政策委員会

経済開発検討委員会

医療委員会

公共ガバナンス委員会

規制政策委員会

貿易委員会

投資委員会

金融資本市場委員会

租税委員会

競争委員会

コーポレートガバナンス委員会

消費者政策委員会

統計及び統計政策委員会

贈賄作業部会

教育研究革新センター（CERI)

観光委員会

鉄鋼委員会

産業イノベーション起業委員会

地域経済雇用開発(LEED)計画運営委員会

農業委員会

水産委員会

地域開発政策委員会

雇用・労働・社会問題委員会

教育政策委員会

環境政策委員会

化学品委員会

科学技術政策委員会

デジタル経済政策委員会

監査委員会

評価委員会

造船部会

原子力機関（NEA)

国際エネルギー機関（IEA)

国際交通フォーラム（ITF）

予算委員会対外関係委員会

理事会

執行委員会

給与等調整委員会(CCR)

年金予算準備基金（ＰＢＲＦ）

グローバル戦略グループ（ＧＳＧ）

開発センター
（※2016年6月に復帰）

OECDの委員会
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化学品プログラム
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透明性及び効率性の向上

標準化された
政策・ガイドライン等

重複作業の排除
（審査期間の短縮、
非関税障壁の廃止）

目的

成果物

主な成果

• 化学品安全性データの相互受理 （テストガイドライン、
優良試験所（GLP）原則）

• 有害性評価、暴露評価のガイダンス作成
• 化学物質情報のグローバル・ポータルの提供
• 情報共有手段の標準化
• 化学物質の影響予測ツール（QSARsなどの代替手

法）の開発

人の健康及び
生活環境の保全

環境保健安全プログラム (EHS) 
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化学品委員会と環境政策委員会の「合同委員会」（Joint 
Meeting)およびその11の作業部会により構成（作業部会
の中にさらに専門家委員会を構成している場合あり）

• Working Group on Pesticides

• Working Group Biocides

• Working Group on PRTRs

• Working Group on Chemical Accidents

• Working Group for the Safety of Novel Foods and Feeds

• Working Group on the Harmonisation of Regulatory Oversight 
in Biotechnology

• Working Group of National Co-ordinators of the Test 
Guidelines Programme

• Working Group on Good Laboratory Practice
• Working Party on Manufactured Nanomaterials
• Working Party on Hazard Assessment
• Working Party on Exposure Assessment

10

作業部会
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• 環境政策・化学品合同委員会および作業部会は、50名-200
名程度の専門家から構成
– 加盟国 (意思決定に関与)
– 欧州連合
– パートナー国（中、印、南ア、ブラジルなど）
– 国際機関（UNEP,WHOなど）
– 産業界の代表(加盟国の経団連など)
– 貿易団体の代表
– NGO (環境、動物保護団体など）

• 年に１～２回の会合および随時の電話会議により意見交換

• 事務局またはリード国が原案を作成、作業部会の意見を反映さ
せながら文書を作成、最終的には環境政策・化学品合同委員
会による承認により決定

意思決定
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MUTUAL ACCEPTANCE OF DATA

GOOD LABORATORY PRACTICE 
&

TEST GUIDELINES

化学品安全性データの相互受理
（テストガイドライン、優良試験所原則）



• OECDテストガイドライン及びGLP（Good Laboratory 
Practice：優良試験所基準）に基づくデータであれば、
他国の試験データでも、データの受け入れを求めるもの

• OECD諸国に加えて、関心国も参加
– 南アフリカ（2003年）、シンガポール（2010年）、インド

（2011年）、ブラジル（2011年）、アルゼンチン（2011
年）、マレーシア（2013年）

MADの仕組み
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出典：NITE



OECDテストガイドライン

• 化学物質の安全性に関する試験方法を定めたもの

• 1981年以降、約150のテストガイドラインが定めら
れている。
– Section 1: Physical Chemical Properties
– Section 2: Effects on Biotic Systems
– Section 3: Degradation and Accumulation
– Section 4: Health Effects
– Section 5: Other Test Guidelines

• 日本の試験方法も原則整合。

http://www.oecd.org/env/testguidelines
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http://www.oecd.org/env/testguidelines


• 試験施設において作成された試験データの信頼
性を確保するために定められた基準
– 運営管理、試験施設、試験計画、内部監査、信

頼性保証、標準操作手順書、記録と試資料の保
管等に関して、試験施設が遵守すべき基準を定め
ている

• GLP適合について、定期的にOECD加盟国の
国際評価チームによる現地評価を受ける

http://www.oecd.org/env/glp

優良試験所基準（GLP)
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http://www.oecd.org/env/glp


• 国別の審査制度という重複をな
くすことで…
–少なくとも年間1.5億ユーロ

（約200億円）の節約

–動物試験の削減

–より多くの化学物質を、より迅速
に審査可能
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www.oecd.org/ehs/publications

MADの効果

http://www.oecd.org/ehs/publications


HAZARD ASSESSMENT
&

EXPOSURE ASSESSMENT

有害性評価、暴露評価



Risk Assessment
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出典：OECD

http://www.oecd.org/env/ehs/risk-assessment/theoecdenvironmentalriskassessmenttoolkitstepsinenvironmentalriskassessmentandavailableoecdproducts.htm


• OECD各国で合意されたリスクアセスメントの方法
論・結論を共有
– 1200以上の化学物質の有害性情報

– 暴露評価の手法

– 新たな有害性評価方法の開発
• Adverse Outcome Pathways

• Integrated approaches to testing and assessment

• QSAR Toolbox

• 各国の作業重複を減らし、リスク評価の対象数を
増加させることを目指す

リスク評価に関する取組
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Integrated Approaches to Testing and Assessment (IATA)

• 多様な情報を組み合わせることより、化学物質
の毒性を統合的に評価する手法

– 化学構造、物理化学的性質、グループ化アプローチ
からの外挿、（Q）SAR予測、in vitro試験結果、
関連する動物やヒトのデータおよびそれらの組み合わ
せ（例えば定義されたアプローチによるテストと評価
の結果）

• 毎年OECD国から提出されるIATAを用いたケー
ススタディを議論、規制に適用できるか検討
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IATA ケーススタディ
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出典：OECD



• 物質構造を手がかりに、有害性（毒性値）等を定量的
に算出する仕組み（“Quantitative Structure 
Activity Relationship「定量的構造活性相関」”）

• 実験用生物を用いず、多種の物質を安価で短期間のう
ちに評価可能

• 評価を支援するためのシステム（QSARモデル、化学物
質データベース、規制情報等を含むツールボックス）を開
発、無料で配布。各種エンドポイントの推定が可能

www.oecd.org/env/hazard/qsar

QSAR
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http://www.oecd.org/env/hazard/qsar
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AOP (毒性発現経路)

出典：OECD



• 毒性の原因となる分子レベルの反応から、細胞
レベル、臓器レベル、生体レベル、有害性発現に
至るまでの各段階の因果関係を整理したもの

• 種々の発現毒性を対象としたAOPを開発中

– 6 AOPs 公表済、約40 AOPsが作成中
https://aopkb.org
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AOP の取組

https://aopkb.org/


• Emission Scenario Documents (ESDs)

• Matrix project on ESDs and SpERCs

• Removal estimation from wastewater treatment plants

化学物質の排出予測

• Children’s health 

• Combined exposure to multiple chemicals 

• Bio-monitoring database on chemicals 

• Occupational exposure

• Harmonised functional use categories
• Database on product release and exposure
• Testing Methodologies for releases from products 

人および環境に対する暴露

製品由来の化学物質暴露

暴露評価に関する活動
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Emission Scenario Documents

• 産業セクター別作られた化学物質の発生源、製造プロセ
ス、利用パターンについて記載した文書

• 暴露評価の標準シナリオに利用

• これまで37分野で作成、現在7分野で作成中
– Lube Oil Additives
– Aqueous Firefighting Foam 
– Metals from waste disposal
– Plastic additives (mainly emissions from products)
– Use of Fluorocarbon Substitutes 
– Chemicals used in Hydraulic Fracturing 
– Use of vapor Degreasers 
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http://oecd.org/env/ehs/risk-assessment/emissionscenariodocuments.htm

http://oecd.org/env/ehs/risk-assessment/emissionscenariodocuments.htm


ESDの例（石油採掘）

Chemicals used in oil well production (2012)
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GLOBAL PORTAL
&

HARMONISED TEMPLATE

グローバル・ポータルの提供
情報共有手段の標準化
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出典：OECD



• OECD Harmonised 
Templates (OHTs)

http://www.oecd.org/ehs/templates/

• Ontology

• Global Harmonised
Submission Transport 
Standard (GHSTS)

標準化フォーマット
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http://www.oecd.org/ehs/templates/


• eChemPortal

– 化学物質情報へのアクセス

• IUCLID (International Uniform ChemicaL Information 
Database)

– データ提出、評価及び交換

• OECD QSAR Toolbox

• AOP Knowledge Base

• Metapath

情報共有ツール
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• OECD各国が提供している化学物質情報（有害性、ＧＨ
Ｓ、暴露・用途等）を一括で検索するためのポータルサイト

• 物質番号（CAS番号、MITI番号、EC番号、UN番号等）、
化学物質名称（日本語名称を含む）による一括検索が可
能

• アクセス上位５か国
– OECD国：米、ドイツ、日本、フランス、イギリス
– 非OECD国：中国、インド、ブラジル、ロシア、フィリピン

www.oecd.org/ehs/echemportal/

eChemPortal
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http://www.oecd.org/ehs/echemportal/
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E-TOOLS

3
4



IOMC ツールボックス

• IOMC 参加機関（※OECD, UNDP, WHO等9国際機関）がこれまで作成
してきた資料を、組織の垣根を越えて、簡便にアクセスできるよ
うにしたもの

• National management scheme for pesticides

• Occupational health and safety system 

• Chemical accidents prevention, preparedness, and response system for 
major hazards 

• Industrial chemicals management system

• Classification and labeling system 

• System to support health authorities

• PRTRs

http://iomctoolbox.oecd.org/

35

http://iomctoolbox.oecd.org/




POLLUTANT RELEASE AND 
TRANSFER REGISTER 

(PRTR)
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- measure trends
- evaluate policy 
- identify potential human 

health risks
- monitor progress of 

facilities’ efforts 
- identify possible hot spots
- support socially responsible 

investments
- identify potential liabilities 

of firms and impacts on 
real estate prices

• 化学物質が、どのような発生源から、どれくらい環境中に排出されたか、
廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデータを把握、
集計、公表する仕組み

• 日本では1999年、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及
び管理の改善の促進に関する法律」（化管法）により制度化

PRTR 
Database

Emission

Report
Company B

Company C

Company D…

Company A

Government

Public/NGO

Company

Financial 
Sectors

Researchers

Media

Disclose

PRTRとは
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OECD Council Act on 
PRTRs (1996) 

US and 
Canada
(1996)

14 countries
(2003)

39 countries
(2009)

75 countries
(2016)

Update of OECD Council Act 
(2003) 

Progress

Focus Areas

Harmonisation across the world

Using PRTR data

Setting up PRTRs Improving PRTRs

OECDのPRTR活動
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Update of OECD Council Act?



• Website
– http://www.oecd.org/chemicalsafety/

• EHS Programme Brochure
– http://www.oecd.org/env/ehs/Environment-

Health-Safety-Brochure.pdf

• EHS Newsletters
– http://www.oecd.org/chemicalsafety/environme

nt-health-safety-news.htm

40

さらに情報を入手するためには
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http://www.oecd.org/chemicalsafety/
http://www.oecd.org/env/ehs/Environment-Health-Safety-Brochure.pdf
http://www.oecd.org/chemicalsafety/environment-health-safety-news.htm


OECDの活動を…

- 知ってもらう

- 使ってもらう

本日のメッセージ
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